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していた.

このように,ア｢7タ病変は各種の炎症性腺 症 息 を 鑑別

する｣二で畏重な材料となることがわかった.

23)潰梅軒大腸炎におけ る T細抱し ･Tl 活 性 化に

関す る検討
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朝愈 均 (新潟大学第三内科)

潰壕性大腸炎 (tT(二)に二畑十封T,-n:_It,/Ⅰ欄Il胞L/I)動態を

見るf拍()管.そし7)-,,--lJ--ごあ引f【L清申し7)可溶性 仁 ･々 -一

【･-7-(キン2し.tr//i1--㌧sTIA.1)Rlを測定 した.UC では

その増加がみられたが病期別や内祝級所鳳別での差はな

く.赤沈や CRl)い丁)相関も左か-､た.Ŝ SlJ.て:/･t7

(卜併用群では末治療粁L_Lり減少してし､た.tTC L')腸粘

膜をこおける活性化T細胞を蛍光二霧染色法で検討すると,

陽性細胞が増加 していた l.i,uこitl腸性細胞し恒rT;fl:.化率は

sIL2ti とl-t:.t.'_)相関が'1㌔･r)､増悪期にLH剛 【lL'埴lL向-..ーこ､

治療群では経過年数と負の相関を示した¢以上より,uC

では Leu3a陽性細胞を主とするT細腰の活性化された

状態をこあることが示唆された.
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portVentilationに.上る術後呼咽肯理
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脊椎側琴症はその変形が高度な場合,拘束性呼吸機能

障害を来すことが知られている.今軌 我々は,蚤療鞠

束性呼吸機能障害 (% VC約25%)にさらをこ椎体圧迫

をこよる気管支閉塞を来たした患者の気道開通鮪をこ対する

術中術後管理を経験したので報告する.症例は,25才,

女性.17才時先天性後側零症の診断にて,三期的をこ矯正

術を施行された.1988年11月呼吸器感染にて呼吸閃難,

サーrノー一･日HJ現 し∴某院にて4LH1問気管内挿管下に呼吸

管理を受けた.話検査から椎体による右中間気管支幹(.')

圧迫閉塞が疑われ,1989年 3月全身麻酔,分離肺換気下

行された.術後,気管支圧迫 部の再開通が不十分なため

術後呼吸管理に難渋 した.王MV をこよるウイ…エソダは

成功せず,1-)ressur(1Supf)OilVentilLltionにきりかえ.

術後5fllliT_抜管､22日t汗二独歩退院 した.本症例 亡')経

験に基づいて若干の考察を行 う.

2)胴J-摘除的復 古心イこ令に EC,MO 封 吏用 し た

肺癌の ま例
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症例は鵜鼠 男艶 鉱山に従業した既往があり , 療 肺

症と診断され経過観察されていた.血蟻が出現 し, 右 下

幹L/T)扇平 F戒痛で C:1~'･lNoMoと診断さす汗∴ T術 は Lt)料

IUH317Hに施行したが.石灰fL,.Lた-巨/Ili節ハ 則 酢 が

困難なため石基肺動脈および上肺静脈を一時的に 遮 断 じ

て右中予葉切除を行った.術直後より右止菜の肺 濃 膿 様

変化が出現 し,PEEP で改善 しないため,引き 続 き 着

よ薬切除を施行 した.この頃より換窺状態が悪化 し 肺

動脈圧上昇による右心不全から著明な低血圧状態 と な っ

たたれ ll:(~'M(:)i:')適応十川断 し7㌧ 石外階首静晩 脱 ffEt ･

millLJr)Flfi助を行い.1二..'時間後に l･ICh:10 よ･')離脱 した.

肺炎をこよる呼吸不全にて術後箪嶺i病日に死亡 したが,

ECMO は肺摘除術線の鹿管床の減少と換気不全による

恒,poxic～,こISOr川1StnlL､tion に⊥･･,て引き起こさIlL急

性の右心不全の治療に有効であった.

3)人ユニ呼吸器回路および患者 よ りの分離菌の

検討
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適意3年間に4日間以上の人工呼吸器管理を行った42

症例をこついて,経気管吸引疾よりの分解菌を検討 し,呼

吸器回路の細菌検査と比較 して,環境汚染の影響を検討

した.28例に分離菌を認め,使用期間と菌の分離の検討

では,長期使用例に有意の増加を認めた.内訳では,69


